
くまもとアートポリス建築展２００８

「みちをひらく」

総合記録

くまもとアートポリス建築展２００８実行委員会

第１号議案



目次
１．イベントプログラム
（１） シンポジウム等

① くまもとアートポリス建築展２００８オープニングシンポジウム
「学びつつ創る、創りつつ育む これからの教育環境」

② 菊池まちづくりワークショップ「まちの記憶を未来に繋ぐ」
～わいふ今昔地図をつくる～

③ 「木造建築のＫＵＭＡＭＯＴＯ的可能性」シンポジウム
④ アジア国際建築フォーラム

～豊かな都市（まち）づくりに向けて～

（２） 展覧会
① アートポリス木造建築展（「木造建築のＫＵＭＡＭＯＴＯ的可能性」

シンポジウム・サテライト展）
② くまもとアートポリス２０周年記念展覧会

(A)  「アートポリスの建築家たち」
(B)  「７つのプロジェクト展」
(C)  「佐藤光彦＋西沢立衛スペシャルトーク」

～新名所発見 熊本駅前広場の魅力を探る～

（３） アートポリス見学ツアー

（４） 関連事業
① ＫＡＰ建築セミナー

１日目 「現代建築放談」
２日目 「アートポリスプロジェクトの現場で設計者が語る

～モクバン＆芦北町交流センター」
② くまもとアートポリス特別記念シンポジウム

「建築家ピーター・クックと未来を語る」

（５） 協賛事業

２．広報物
（１）広報の概要

① 有償広告
② 無償広告
③ 新聞記事

（２）成果品等
① 広告
② 印刷物

３．参考資料
① くまもとアートポリス建築展２００８実行委員会会則

② くまもとアートポリス建築展２００８実行委員会委員名簿

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ３

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２

・・・・・ ４

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ９

・・・・・・・ ６

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ８

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １０
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １１

・・・・・・・・・・・・ １２

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １４

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １５

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １６

・・・・・・・・・・・・・ １７
・・・・・・・・・・・・・・ １８

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ７

・・・ ５

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２０

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２３

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２４

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２５

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２５
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２７

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ３９

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ４０
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ４３

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ４６

・・ ４７

・・・ ４９



１．イベントプログラム



（１） シンポジウム等



くまもとアートポリス建築展２００８オープニングシンポジウム
「学びつつ創る、創りつつ育む これからの教育環境」

～建築家＋教育者＋児童＋市民 ２つの学校計画から新しい建築のあり方を考える～

１ 日 時 平成２０年９月１３日（土） １３：００～１６：００
２ 場 所 宇土市民会館
３ 内 容 教育立市を目指す宇土市において、アートポリスプロジェクトとして実施している２つの小学校の改築事業を

題材に、市民参画による新しい教育環境づくりを考えるシンポジウムを開催した。

（１） オープニングアトラクション 宇土幼稚園園児（合唱）
（２） 主催者挨拶 岩下 修一（熊本県土木部次長）

田口 信夫（宇土市長）
（３） 基調講演 「新しい学びの風景と学習環境」

成田 幸夫（岐阜聖徳学園大学教育学部教授）
（４） アトラクション 鶴城中学校吹奏楽部（演奏）
（５） 学校計画報告 宇土小学校 小嶋 一浩＋赤松 佳珠子

（シーラカンス・アンド・アソシエイツ）
網津小学校 坂本 一成

（アトリエ・アンド・アイ）
（６） パネルディスカッション 「学校づくり最前線『魅力ある学校』」

コーディネーター 末廣 香織（建築家、九州大学准教授、くまもとアートポリスアドバイザー）
アドバイザー 成田 幸夫
パネリスト 宇土市教育長 木下 博信

小嶋 一浩＋赤松 佳珠子
坂本 一成
田中 士郎（網津小学校長、同校改築検討委員会委員長）
西山 敦子（宇土小学校長、同校改築検討委員会委員長）
濵下 かおり（網津小学校ＰＴＡ副会長、同校改築検討委員会委員）
元松 茂樹（宇土小学校ＰＴＡ会長、同校改築検討委員会委員）

４ 来場者数 ４００名
５ 開催状況

アトラクション（宇土幼稚園児） 基調講演 成田幸夫氏 学校計画報告
シーラカンス・アンド・アソシエイツ（小嶋氏、赤松氏）

学校計画報告
アトリエ・アンド・アイ（坂本氏）

児童による発表 パネルディスカッション



菊池まちづくりワークショップ
「まちの記憶を未来に繋ぐ」

～ わいふ今昔地図をつくる ～

１ 日 時 平成２０年１２月１０日（水） １９：００～２１：００
２ 場 所 菊池市福祉会館
３ 内 容 観光振興、中心市街地の活性化、居住環境の改善を目指す菊池市において、アートポリスプロジェクト

として実施しているポケットパークを題材に、市民と連携したまちづくりの一層の推進を図るため、ワーク
ショップを開催した。

（１） 開会挨拶 生田 博隆（熊本県土木部建築課長）

（２） ワークショップ
ファシリテーター 塩塚隆生（塩塚隆生アトリエ）
・地区毎に今昔地図を作製
・完成地図をもとに各地区の特徴を説明
・まちの歴史の共有とまちづくりの大切な視点の意見交換

（３）菊池のまちづくりやポケットパークの計画に関する意見交換と市民参画の重要性の確認
（４）全体まとめ

４ 来場者数 ５０名
５ 開催状況

設計者 塩塚 隆生 氏 地区毎に今昔地図作製 地区模型

各地区の特徴説明 今昔地図の感想 公園整備についての意見



「木造建築のＫＵＭＡＭＯＴＯ的可能性」シンポジウム

１ 日 時 平成２０年１０月９日（木）及び１０日（金）
２ 場 所 くまもと県民交流館パレア 「パレアホール」

３ 内 容 熊本で伝統的に育まれてきた木造建築の“ 今” を在熊の使い手、林業関係者、設計者、建設関係者が一
堂に会し、熊本の木造建築の特徴、木材の地産地消、これからの木造建築について、アートポリスの視点
を交えて２夜にわたり円卓討論するシンポジウムを開催した。

（１） 開会挨拶 岩下 修一（熊本県土木部次長）

（２） プレゼンテーション
（３） パネルディスカッション

コーディネーター 桂 英昭（建築家、熊本大学准教授、くまもとアートポリスアドバイザー）
パネリスト 池田 元吉（熊本県林業研究指導所）

入江 雅昭（ＩＧＡ建築計画）
北原 昭男（熊本県立大学教授）
小材 健治（ばん設計小材事務所）
佐藤 大八（喜太郎）
柴田 真秀（ＵＬ設計室）
末廣 香織（建築家、九州大学准教授、くまもとアートポリスアドバイザー）
曽我部 昌史（建築家、神奈川大学教授、くまもとアートポリスアドバイザー）
西沢 大良（西沢大良建築設計事務所）
西山 英夫（建築環境研究所）
久田 基治（構造設計工房デルタ）
古川 保（すまい塾古川設計室）
渡瀬 正記（設計室）

４ 来場者数 ３００名
５ 開催状況

コーディネーター 桂 英昭 氏 パネルディスカション 古川氏 パネルディスカション 渡瀬氏

パネルディスカション 西沢氏 パネルディスカション 末廣氏 パネルディスカション 曽我部氏



「アジア国際建築フォーラム」

～ 豊かな都市（まち）づくりに向けて ～

１ 日 時 平成２０年１１月２１日（金） １３：００～１７：１０
２ 場 所 熊本県立劇場 「演劇ホール」
３ 内 容 建造物を利用した豊かな景観づくりや都市政策を進めるアジア３カ国（韓国・台湾・シンガポール）の実務者

を招き、県内経済界の代表者も交え、これからの豊かな都市づくりについて考えるシンポジウムを開催した。

（１） 開会挨拶 蒲島 郁夫（熊本県知事）

（２） 来賓祝辞 村上 寅美（熊本県議会議長）
（３） 第１部 基調講演 「７人の侍」

伊東 豊雄（建築家、くまもとアートポリスコミッショナー）
（４） 第２部 プレゼンテーション 「アジア各国の都市戦略」

① 「韓国の文化都市戦略と活動」
イ・ビョンフン（韓国政府 文化体育観光部アジア文化拠点都市推進団団長）

② 「シンガポールにおけるデザイン ～ チャレンジ ～」
エドモンド・チャン（シンガポール ナショナル・アーツカウンシル会長）

③ 「台中市におけるビジョン、プラン及びグランドプロジェクト」
曽 成徳（台湾東海大学建築学部教授）

（５）第３部 パネルディスカッション 「豊かな都市（まち）づくりに向けて」
コーディネーター 伊東 豊雄
パネリスト イ・ビョンフン（韓国）

エドモンド・チャン（シンガポール）
曽 成徳（台湾）
丸本 文紀（株式会社県民百貨店 くまもと阪神 代表取締役社長）
石原 靖也（東光石油株式会社 代表取締役社長）

４ 来場者数 ５５０名
５ 開催状況

開会挨拶
熊本県知事 蒲島 郁夫

基調講演 伊東 豊雄氏 プレゼンテーション
韓国 イ・ビョンフン氏

プレゼンテーション
シンガポール エドモンド・チャン氏

プレゼンテーション
台湾 曽 成徳氏

パネルディスカッション



（２） 展覧会



「アートポリス木造建築展」

（「木造建築のＫＵＭＡＭＯＴＯ的可能性」シンポジウム・サテライト展）

１ 日 時 平成２０年９月２０日（土）～２１日（日） １０：００～１６：３０
２ 場 所 グランメッセ熊本
３ 内 容 「くまもと県民木材ふれあいまつり」への出展として、アートポリスプロジェクトの最新木造建築作品のパネル

及び模型等を展示し、木造建築と林業の可能性を伝えた。
４ 来場者数 １８，５００名
５ 展示状況

来場者状況

展示状況（モクバンコンペ優秀作品・プロジェクト模型） 展示状況（プロジェクト模型・バンガロー使用原寸大木材）



くまもとアートポリス２０周年記念展覧会

「アートポリスの建築家たち」

１ 日 時 平成２０年１１月２６日（水）～３０日（日） 平日８：３０～１８：３０ 土曜・日曜９：００～１７：１５
２ 場 所 熊本県立美術館分館 「第４展示室」
３ 内 容 これまでアートポリスに関わった建築家の現在を伝えるパネルや模型などを展示し、アートポリスが建築界

に果たした役割や意義を伝えるための展覧会を開催した。
４ 来場者数 ３００名
５ 展示状況

来場者状況

展示状況
（アートポリス建築家作製パネル７０点・模型２１点・書籍４３点）

展示状況（模型・出版物）

展示状況（模型）



くまもとアートポリス２０周年記念展覧会

「７つのプロジェクト展」

１ 日 時 平成２０年１１月２６日（水）～３０日（日） 平日８：３０～１８：３０ 土曜・日曜９：００～１７：１５
２ 場 所 熊本県立美術館分館 「第２展示室」
３ 内 容 球磨村森林組合の木造バンガロー、熊本駅前広場や芦北町交流センター（地域資源活用総合交流促進

施設）など現在進行中の７つのアートポリスプロジェクトを模型や映像等で紹介し、「学びつつ創る、創りつ
つ育む」をテーマとした第３期のアートポリスを紹介する展覧会を開催した。

４ 来場者数 ２８１名
５ 展示状況

展示状況（熊本駅西口駅前広場コンペ優秀作品） 展示状況（球泉洞休暇村バンガローコンペ優秀作品）

宇土市立宇土小学校
芦北町交流センター

（芦北町地域資源活用総合交流促進施設）

熊本駅西口駅前広場 熊本駅東口駅前広場

宇土市立網津小学校

モクバンＲ２



くまもとアートポリス２０周年記念展覧会特別企画

「佐藤光彦＋西沢立衛スペシャルトーク」
～ 新名所発見 熊本駅前広場の魅力を探る ～

１ 日 時 平成２０年１１月３０日（日） １４：００～１６：００
２ 場 所 熊本県立美術館分館 「第２展示室」
３ 内 容 ７つのプロジェクト展の主要作品である２つの駅前広場について、県民の理解をより深めるため、設計者

によるスペシャルトークを開催した。
４ 参加者数 １２０名
５ 開催状況

開催状況 観客

佐藤氏、西沢氏

熊本駅東口駅前広場設計者 西沢氏

熊本駅西口駅前広場設計者 佐藤氏 熊本駅西口駅前広場模型

司会 大橋氏熊本駅東口駅前広場模型



（３） アートポリス見学ツアー



「アートポリス見学ツアー」

１ 日 時 ① 平成２０年１１月２２日（土）
「阿蘇小国郷コース」 ： 文化薫る小国郷の木造建築物と黒川温泉・癒しのコース

② 平成２０年１１月２９日（土）
「美里・山都コース」 ： 峡谷の美しい橋に、アートと歴史を感じるコース

③ 平成２０年１２月７日（日）
「八代・球磨コース」 ： 国宝青井阿蘇神社とアートな建築物に触れるコース

２ 場所・内容 景勝地などの観光地や歴史的建造物などとともにアートポリスの施設見学をするバスツアーを実施した。

① 「阿蘇小国郷コース」 参加費３，０００円
交通センター → 県庁 → 坂本善三美術館→ ◎ゆうステーション → 夢・天空の地（昼食）
→ ◎小国ドーム → ◎木魂館 → 北里柴三郎記念館 → ☆北里小学校屋内運動場
→ 黒川温泉郷の散策・温泉浴→ 県庁→ 交通センター

② 「美里・山都コース」 参加費３，０００円
交通センター → 県庁 → ☆美里町林業総合センター → ☆美里町文化交流センターひびき
→ ＜◎霊台橋＞ → ☆鮎の瀬大橋 → ◎通潤橋 → ☆清和文楽邑（昼食）→ ☆馬見原橋
→ そよ風パーク → サントリー九州熊本工場 → 県庁 → 交通センター

③ 「八代・球磨コース」 参加費３，０００円
交通センター → 県庁 → （高速） → ☆湯前まんが美術館 → ◎多良木町交流館石倉
→ 谷水薬師 → ひまわり亭（昼食） → ◎国宝・青井阿蘇神社 → 繊月酒造 → （高速）
→ ☆八代市立博物館 → ◎八代広域消防本部 → （高速） → 県庁 → 交通センター

※凡例 ☆くまもとアートポリス施設、◎くまもとアートポリス関連施設（推進賞、既存選定建造物）、＜＞車窓からの見学

３ 参加者数 １８９名（①「阿蘇小国郷コース」 ７２名 ②「美里・山都コース」 ４１名 ③「八代・球磨コース」 ７６名）
４ 実施状況

阿蘇小国郷コース（坂本善三美術館） 阿蘇小国郷コース（小国ドーム）

八代・球磨コース（多良木町交流館石倉）八代・球磨コース（湯前まんが美術館） 八代・球磨コース（国宝・青井阿蘇神社）

阿蘇小国郷コース（北里柴三郎記念館）



（４） 関連事業



ＫＡＰ建築セミナー

１日目 「現代建築放談」

伊東豊雄＋赤松佳珠子＋桂英昭＋小嶋一浩＋坂本一成＋末廣香織＋曽我部昌史＋高橋晶子＋

高橋寛＋藤本壮介＋永吉歩＋渡瀬正記＋ＫＡＰ

１ 日 時 平成２０年１１月２２日（土） １３：００～１７：００
２ 場 所 熊本県庁 「本館地下大会議室」
３ 内 容 アートポリスコミッショナー・アドバイザー、アートポリスの最新プロジェクトの建築家とともに現代建築を考

えるセミナーを開催した。

（１） 開会挨拶 岩下 修一（熊本県土木部次長）

（２） プレゼンテーション
（３） パネルディスカッション （フリートーク）

パネリスト 伊東 豊雄（建築家、くまもとアートポリスコミッショナー）
赤松 佳珠子（シーラカンス・アンド・アソシエイツ）
桂 英昭（建築家、熊本大学准教授、くまもとアートポリスアドバイザー）
小嶋 一浩（シーラカンス・アンド・アソシエイツ）
坂本 一成（アトリエ・アンド・アイ）
曽我部 昌史（建築家、神奈川大学教授、くまもとアートポリスアドバイザー）
高橋 晶子（ワークステーション）
高橋 寛（ワークステーション）
藤本 壮介（藤本壮介建築設計事務所）
永吉 歩（設計室）
渡瀬正記（設計室）

コーディネーター 末廣 香織（建築家、九州大学准教授、くまもとアートポリスアドバイザー）

４ 来場者数 ３００名
５ 開催状況

会場風景 伊東コミッショナー

末廣・曽我部アドバイザー、藤本氏坂本氏、桂アドバイザー 観客

シーラカンス・アンド・アソシエイツ（小嶋氏、赤松氏）



ＫＡＰ建築セミナー

２日目 「アートポリスプロジェクトの現場で設計者が語る

～モクバン＆芦北町交流センター」

１ 日 時 平成２０年１１月２３日（日） ８：５０～１８：３０
２ 場 所 芦北町花岡及び球泉洞休暇村
３ 内 容 アートポリス最新プロジェクトの現場見学と設計者によるショートレクチャーで木造建築の魅力を探るセミ

ナーを開催した。
（１） 芦北町交流センター（芦北町地域資源活用総合交流促進施設）に関するショートレクチャー 設計者 高橋 晶子、

高橋 寛（ワークステーション）

（２） 芦北町交流センター現場見学
（３） 球泉洞休暇村バンガロー現場見学
（４） 球泉洞休暇村バンガローに関するショートレクチャー 設計者 藤本 壮介（藤本壮介建築設計事務所）

４ 参加者数 １１０名
５ 開催状況

ショートレクチャー（芦北町） ショートレクチャー（芦北町 高橋氏）

ショートレクチャー（球泉洞休暇村 藤本氏）現場見学（球泉洞休暇村バンガロー） ショートレクチャー（球泉洞休暇村）

現場見学（芦北町交流センター） 現場見学（球泉洞休暇村バンガロー）

現場見学（芦北町交流センター）



くまもとアートポリス特別記念シンポジウム

「建築家ピーター・クックと未来を語る」

１ 日 時 平成２０年１２月８日（月） １３：００～１６：３０
２ 場 所 熊本テルサ 「テルサホール」
３ 内 容 １９６０・７０年代に、未来的で奇想天外な建築を提唱し、建築界に旋風を巻き起こしたイギリスの建築家集

団、アーキグラムの中心的メンバーであったピーター・クック氏を迎え、アートポリスコミッショナー、アドバイ
ザーに国内外で活躍中の若手建築家を加え、アートポリスや建築の未来を語るシンポジウムを開催した。

（１） 開会挨拶 岩下 修一（熊本県土木部次長）

（２） 第１部 記念講演 「BLUE, GREEN AND RED」
ピーター・クック（建築家、英国王立芸術アカデミー教授）

（３） 第２部 パネルディスカッション 「建築の未来を語る」
パネリスト ピーター・クック

伊東 豊雄（建築家、くまもとアートポリスコミッショナー）
松原 弘典（建築家）
藤村 龍至（建築家）
桂 英昭（建築家、熊本大学准教授、くまもとアートポリスアドバイザー）
末廣 香織（建築家、九州大学准教授、くまもとアートポリスアドバイザー）

コーディネーター 曽我部 昌史（建築家、神奈川大学教授、くまもとアートポリスアドバイザー）
（４） 総括・閉会挨拶 伊東 豊雄

４ 来場者数 ３００名
５ 開催状況

伊東コミッショナーによる講演者の紹介

記念講演 ピーター・クック氏

パネルディスカッション パネルディスカッション

記念講演



（５） 協賛事業



協賛事業実施状況（１７事業）

● 第２０回「熊本の建築家作品展」２００８
１ 主 催 日本建築家協会九州支部熊本会
２ 期 日 平成２０年７月２３日（水） ～ ７月２７日（日）
３ 場 所 熊本県立美術館分館

４ 内 容 熊本在住の建築家の作品を、模型や写真で展示する作品展を開催した。
５ 来場者数 ４３１名

● 熊本城見学会と「本丸御殿の復元」講演会
１ 主 催 日本建築家協会九州支部熊本会
２ 期 日 平成２０年７月２６日（土）
３ 場 所 同仁堂５階会議室
４ 内 容 平成２０年５月に公開された熊本城「本丸御殿」を見学し、復元に関する講演会を開催した。
５ 来場者数 ４２名

● 世界のトイレ博物館が熊本にやってキター！！
１ 主 催 ＴＯＴＯリモデルクラブ熊本店会
２ 日 時 平成２０年９月２０日（土） ～ ９月２１日（日） １０：００～１８：００
３ 場 所 ＴＯＴＯ熊本ショールーム
４ 内 容 世界各国のトイレを紹介するとともに、節水（ＥＣＯ）について考える展示会を開催した。
５ 来場者数 ８１１名

● ２００８年日本建築学会賞（作品）受賞者記念講演会「作品を語る」
１ 主 催 日本建築学会、熊本大学工学部
２ 日 時 平成２０年１０月２４日（金） １８：００～２０：３０
３ 場 所 熊本大学工学部百周年記念館
４ 内 容 建築家 岩崎堅一氏、建築家 手塚貴晴氏が学会賞受賞作品について語る講演会を開催した。
５ 来場者数 ２００名

● 西沢立衛講演会
１ 主 催 熊本県立大学
２ 日 時 平成２０年１０月２６日（日） １３：３０～１５：３０
３ 場 所 熊本県立大学大講義室
４ 内 容 建築家 西沢立衛氏が進行中プロジェクトについて語る講演会を開催した。
５ 来場者数 ２００名

● 木でつくる遊び場プロジェクト ＡＳＯＶＩＶＡ
１ 主 催 木でつくる遊び場プロジェクト実行委員会
２ 期 日 平成２０年１１月８日（土）、９日（日）
３ 場 所 熊本県立大学環境共生学部旧棟中庭
４ 内 容 学生による木造の遊具・遊び場の提案を通して、「木の可能性」と「子どもの遊び場」について考える

発表会を開催した。
５ 来場者数 ２８０名

● 九州・沖縄における既存ＲＣ造校舎の耐震性能
１ 主 催 社団法人日本コンクリート工学協会九州支部
２ 期 日 平成２０年１１月１７日（月）
３ 場 所 熊本県立劇場大会議室
４ 内 容 上記協会九州支部「耐震診断・補強」専門委員会の２年間の調査研究成果の報告を行った。
５ 来場者数 １２５名



● ふれあい講演会「石原良純講演＆トークショー」
１ 主 催 財団法人熊本県建築住宅センター
２ 期 日 平成２０年１１月１８日（火）
３ 場 所 くまもと県民交流館パレア９階 会議室１

４ 内 容 タレント石原良純氏による家族の絆を深める住まいの大切さを語る講演とトークショーを開催した。
５ 来場者数 ３０１名

● 安全、エコとユニバーサルデザイン展
１ 主 催 東芝エレベータ株式会社、東芝キャリア株式会社、東芝ライテック株式会社、株式会社古庄本店
２ 期 日 平成２０年１１月２１日（金）
３ 場 所 熊本県立劇場 演劇ホール
４ 内 容 照明や空調などのエコ商品、ユニバーサルデザイン製品を提案する展示会を行った。
５ 来場者数 ６２名

● くまもとアートポリス・プロポーザル会員作品展
１ 主 催 社団法人熊本県建築士事務所協会

２ 期 日 平成２０年１１月２４日（月・祝日）
３ 場 所 くまもと県民交流館パレア９階 会議室１
４ 内 容 会員のくまもとアートポリスプロポーザル参加作品を紹介する作品展を開催した。
５ 来場者数 ５０名

● マモル×ＭＡＭＯＲＵ展
１ 主 催 Archestra －建築創造企画委員会－

２ 期 日 平成２０年１１月２４日（月・祝日）
３ 場 所 ギャラリー創梟（つくろう）
４ 内 容 旧熊本貯金支局と設計者の山田守をテーマとするパネル、模型の展示会、シンポジウムを開催した。
５ 来場者数 ８０名

● くまもと景観フォーラム
１ 主 催 社団法人熊本県建築士会

２ 期 日 平成２０年１１月２８日（金）
３ 場 所 同仁堂ホール スタジオライフ
４ 内 容 建築家 三井所清典氏を迎え、景観形成への建築士の関与と果たすべき役割について考えるシンポ

ジウムを開催した。
５ 来場者数 ８０名

● 公共建築を考えるシンポジウム
１ 主 催 社団法人公共建築協会、公共建築の日実行事務局

２ 期 日 平成２０年１１月２９日（土）
３ 場 所 熊本市役所１４階大ホール
４ 内 容 建築家の妹島和世氏と西沢立衛氏とのユニットであるＳＡＮＡＡの活動に関する講演会と公共建築の

可能性を考えるディスカッションを行った。
５ 来場者数 １６０名

● 第２１回ライティングパーティー
１ 主 催 日本建築家協会九州支部熊本会

２ 期 日 平成２０年１２月５日（金）
３ 場 所 同仁堂スタジオライフ
４ 内 容 会員等による自作の照明器具の展示を行った。
５ 来場者数 ８０名



● 楽楽楽フェスタ
１ 主 催 財団法人清和文楽の里協会

２ 期 日 平成２０年１２月７日（日）
３ 場 所 清和文楽館
４ 内 容 熊本・宮崎を代表する伝統芸能「高千穂の夜神楽」と「清和文楽人形芝居」を堪能するフェスティバルを

開催した。
５ 来場者数 ２００名

● 河原町文化大爆発
１ 主 催 河原町文化開発研究所

２ 期 日 平成２０年１２月７日（日）
３ 場 所 熊本市河原町繊維問屋街
４ 内 容 「マチとヒトをつなぐアート」をキーワードに、クリエイターやアーティスト等によるトークセッション、建築

家によるスライドレクチャーを行った。
５ 来場者数 ９００名

● 第４回土木学会景観・デザイン研究発表会特別企画
「風景をつくる現場」
１ 主 催 土木学会景観・デザイン委員会
２ 共 催 風景デザイン研究会

３ 期 日 平成２０年１２月１２日（金）
４ 場 所 熊本大学工学部百周年記念館
５ 内 容 現場の第一線に立つ気鋭のデザイナーを迎え、建築と土木の立場から「風景をつくる現場」をテーマに

議論する講演・シンポジウムを開催した。
６ 来場者数 ２００名



２．広報物



（１） 広報の概要



① 有償広報

（１） 新聞広告
・ １０月２３日（木） 熊本日日新聞（朝刊半５段カラー ）

内容 ： アートポリス見学ツアーの告知
・ １１月２日（日） 熊本日日新聞（朝刊５段カラー）

内容 ： アジア国際建築フォーラム、くまもとアートポリス２０周年記念展覧会を中心に全体イベントの告知
・ １１月６日（木） 熊本日日新聞（朝刊半５段カラー ）

内容 ： アジア国際建築フォーラムの告知
・ １１月９日（日） 熊本日日新聞（朝刊５段カラー ）

内容 ： アジア国際建築フォーラム、くまもとアートポリス２０周年記念展覧会を中心に全体イベントの告知
・ １１月１６日（日） 熊本日日新聞（朝刊５段カラー ）

内容 ： くまもとアートポリス２０周年記念展覧会、くまもとアートポリス特別記念シンポジウムを中心に全体イベ
ントの告知

・ １１月２０日（木） 熊本日日新聞（朝刊半５段カラー ）
内容 ： くまもとアートポリス２０周年記念展覧会の告知

（２） 情報誌広告
・ １０月２８日（土） くまにちすぱいす（１３段カラー ）

内容 ： アートポリス見学ツアーを中心に全体イベントの告知

（３） 印刷物
・ くまもとアートポリス建築展２００８プログラムリーフレット 三つ折りＡ４版 ６ページ ７，０００部

・ くまもとアートポリス建築展２００８プログラムチラシ Ａ４版 １，０００部
・ くまもとアートポリス建築展２００８ｵｰﾌﾟﾆﾝｸﾞｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑプログラム Ａ４版 ８００部
・ アジア国際建築フォーラム周知用チラシ Ａ４版 ２，０００部
・ アジア国際建築フォーラムプログラム Ａ４版 １，０００部

② 無償広報

（１） 県広報
１ テレビ

・ ９月１６日（火）～２３日（火） ＮＨＫデータ放送
内容 ： 全体イベントの告知

・ １０月２１日（火） ＫＫＴ「熊本・元気モン」
内容 ： アートポリス見学ツアーの告知

・ １２月８日（月） ＲＫＫ「くまもと６ミニッツ」
内容 ： アートポリスの最近の状況及び実施イベントの紹介

２ ラジオ
・ ９月３０日（火） ＲＫＫ「ふれあいくまもと」

内容 ： 全体イベントの告知
・ １０月２日（木） ＦＭＫ「県庁ダイアリー」

内容 ： 全体イベントの告知
・ １０月２７日（月） ＦＭＫ「県庁ダイアリー」

内容 ： 全体イベントの告知



３ インターネット
・ ９月４日（木）～１１日（木） 「週刊メールマガジン」

内容 ： シンポジウム 「学びつつ創る、創りつつ育む これからの教育環境」の告知
・ ９月１１日（木）～ 「くまもとアートポリスホームページ」

内容 ： 全体イベント（詳細）の告知（適宜、最新の情報に更新）
・ １０月１日（水）から約１年間掲載 「熊本県インターネット放送局－ＫＩＢＳ」（１分３０秒の動画）

内容 ： 最近のアートポリスの活動紹介 タイトル：「躍動するくまもとアートポリス ～住民とともに創る『新しい
建築』『熊本の未来』」

・ １１月４日（火）～３０日（月） 「県庁ホームページ」（トップページ ： 「今月（１１月）の特集」コーナー）
内容 ： 全体イベントの告知

・ １１月１３日（木）～２０日（木） 「週刊メールマガジン」
内容 ： 全体イベントの告知

４ その他
・ １１月５日 県政記者クラブへ資料提供（知事定例記者会見にて）

内容 ： 全体イベントの告知

（２） 雑誌・その他
１ ９月２５日発行 「東京熊本県人会会報『くまもと』」（ＮＯ．８７） １０月号

内容 ： 全体イベントの告知
２ １０月中旬発行 「都道府県展望」 １０月号

内容 ： 全体イベントの告知
３ １１月発行 「新建築」 １１月号

内容 ： 全体イベントの告知
４ １１月発行 「日経アーキテクチュア」 １１月号

内容 ： 全体イベントの告知
５ １１月２５日発行 「財界九州」 １１月号

内容 ： 全体イベントの告知
６ 市町村広報誌 １１月号（採用市町村のみ）

内容 ： 全体イベントの告知
７ １１月発行 「熊本県建築士会会報」 １１月号へチラシ折り込み

内容 ： 全体イベントの告知
８ １０月２７日配信 「住まい・まちづくり活動推進協議会ニュース」

内容 ： 全体イベントの告知
９ １１月５日配信 「九州まちづくりメールマガジン第１１８号」

内容 ： 全体イベントの告知
10 １１月中旬 ＮＨＫテレビ

内容 ： アジア国際建築フォーラム、くまもとアートポリス２０周年記念展覧会の告知
11 １１月中旬 ＮＨＫラジオ

内容 ： アジア国際建築フォーラム、くまもとアートポリス２０周年記念展覧会の告知
12 １１月８日（土） 「くまにちすぱいす」

内容 ： くまもとアートポリス特別記念シンポジウムの告知



③ 新聞記事

○ 熊本日日新聞
・ ９月１５日（月） 「学習環境の在り方議論 宇土市 小学校改築へシンポ」
・ １０月 ４日（土） 「木造建築の未来考える 熊本市で９、１０日シンポジウム」
・ １０月１９日（日） 「県産木材をもっと見直そう」（社説）
・ １１月２７日（木） 「アートポリス事業 ２０年の歩みたどる」
・ １２月 ７日（日） 「対話が生む熊本の資産 アートポリス２０年 新しい歩み」
・ １２月２３日（火） 「熊本の『都市戦略』に生かせ」 （社説）

○ 西日本建設新聞
・ ８月２８日（木） 「日程決まる くまもとアートポリス建築展２００８ １１月２１日に国際フォーラム」
・ ９月１８日（木） 「宇土市の学校改築でＫＡＰシンポ 新しい教育環境考える」
・ ９月２５日（木） 「モクバンなど展示 ＫＡＰサテライト展」
・ １０月１６日（木） 「ＫＡＰ建築展でシンポ 木造建築の可能性探る」
・ １１月 ６日（木） 「くまもとアートポリス建築展２００８ 国際建築フォーラムは２１日」
・ １１月２７日（木） 「アジア国際建築フォーラム 都市デザインの可能性探る」

「２２、２３日にＫＡＰ建築セミナー 現場で設計者が語る」
・ １２月 ４日（木） 「西沢立衛氏と佐藤光彦氏 東西駅前広場の魅力語る」
・ １２月１１日（木） 「建築には楽しみ必要 ピーター・クックが記念講演」
（平成２１年）
・ １月 １日（木） 「くまもとアートポリスの挑戦」

○ 建設通信新聞
・ ９月１７日（水） 「新しい学校建築模索 くまもとアートポリス展」

○ 宇城新聞
・ １０月１４日（火） 「うと教育の日シンポジウム 学びつつ創る、創りつつ育む『これからの教育環境』小学２校の

改築から新しい建築のあり方探る」



（２） 成果品等



① 広告

平成２０年１０月２３日（木） 熊本日日新聞（半５段広告）

平成２０年１１月２日（日） 熊本日日新聞（５段広告）

平成２０年１１月６日（木） 熊本日日新聞（半５段広告）



平成２０年１１月１６日（日） 熊本日日新聞（５段広告）

平成２０年１１月２０日（木） 熊本日日新聞（半５段広告）

平成２０年１１月９日（日） 熊本日日新聞（５段広告）



平成２０年１０月２８日（土） くまにちすぱいす（１３段広告）



② 印刷物

◆ くまもとアートポリス建築展２００８プログラムリーフレット
（三つ折りＡ４版 ６ページ）



◆ くまもとアートポリス建築展２００８プログラムチラシ（Ａ４版）

◆ くまもとアートポリス建築展２００８オープニングシンポジウム
「学びつつ創る、創りつつ育む これからの教育環境」プログラム（Ａ４版）



◆ アジア国際建築フォーラム周知用チラシ（Ａ４版）

◆ アジア国際建築フォーラムプログラム（Ａ４版）



③ 新聞記事

○ 熊本日日新聞

平成２０年９月１５日（月） 平成２０年１０月４日（土）

平成２０年１０月１９日（日）



○ 熊本日日新聞

平成２０年１２月７日（日）

平成２０年１１月２７日（木）



平成２０年１２月23日（火）

○ 熊本日日新聞



○ 西日本建設新聞

平成２０年９月２５日（木）

平成２０年８月２８日（木） 平成２０年９月１８日（木）



○ 西日本建設新聞

平成２０年１０月１６日（木） 平成２０年１１月６日（木）



○ 西日本建設新聞

平成２０年１１月２７日（木）



○ 西日本建設新聞

平成２０年１２月４日（木） 平成２０年１２月１１日（木）



○ 西日本建設新聞

平成２１年１月１日（木）



○ 西日本建設新聞 平成２１年１月１日（木）



○ 建設通信新聞

平成２０年９月１７日（水）



○ 宇城新聞

平成２０年１０月１４日（火）



３．参考資料



第１章 総則
（名称）

第１条 この団体は、くまもとアートポリス建築展２００８実行委員会（以下「本会」という。）という。
（目的）

第２条 本会は、くまもとアートポリスのこれまでの成果を広く内外に紹介し、アートポリスのさら
なる飛躍と熊本ならではの魅力的な生活文化の創造を目指す、くまもとアートポリス建築展
２００８の実施を目的とする。
（業務）

第３条 本会は、前条の目的を達成するため、次のことを行う。
（１）くまもとアートポリス建築展２００８の計画に関すること。
（２）くまもとアートポリス建築展２００８の開催準備に関すること。
（３）くまもとアートポリス建築展２００８の実施運営に関すること。
（４）その他、本会の目的達成に必要な事業に関すること。

第２章 委員等
（役員の種別及び選任）

第４条 本会には、次の役員を置く。
会長 １名
副会長 ２名
委員 ２１名
監事 １名

２ 会長は熊本県知事とする。
３ 副会長は、くまもとアートポリスコミッショナー及び熊本市長とする。
４ 会長、副会長以外の委員及び監事は、会長が委嘱する。
５ 委員及び監事は、相互に兼ねることはできない。

（役員の職務）
第５条 会長は、本会を代表し、会務を総括する。
２ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき又は会長が欠けたときは、その職務を代行
する。

３ 委員は、委員会を構成し、会務の執行を決定する。
４ 監事は、本会の業務執行状況を監査し、委員会に報告する。

（任期）
第６条 会長、副会長、委員及び監事（以下「委員等」という）の任期は、本会の目的を達成する

までとする。ただし、委員等が委嘱時におけるそれぞれの機関及び団体の役職を離れたとき
は、会長は当該委員等を解職し、解職された委員等の後任の役職の者に、新たに委員等を委
嘱する。

第３章 委員会
（構成）

第７条 委員会は、委員等をもって構成する。また、委員等が委員会に出席できない場合は、委
員等が定める代理人を含めて委員会を構成することができるものとする。
（機能）

第８条 委員会は、この会則に定めるもののほか次の事項を議決する。
（１）事業計画の決定
（２）事業報告の承認
（３）その他、本会の運営に関する重要な事項
（招集）

第９条 委員会は、会長が招集する。
（議長）

第１０条 委員会の議長は、会長又はあらかじめ会長が指名する者がこれに当たる。
（議決）

第１１条 委員会の議決は、委員会構成員の総数の半数以上が出席する委員会において、出
席者の過半数の同意をもって決する。ただし、可否同数の場合は議長の決するところによる。

① くまもとアートポリス建築展２００８実行委員会会則



第４章 会計
（経費）

第１２条 本会の経費は、負担金その他の収入をもって充てる。
（会計年度）

第１３条 本会の会計年度は、毎年４月１日に始まり、翌年３月３１日をもって充てる。
２ 会計に関し必要な事項は、事務局長が定めるものの他、熊本県の財務に関する諸規則の
例による。
（予算及び決算）

第１４条 収支予算は、委員会の議決を経て定め、収支決算は、監事の監査を経て委員会の承
認を得なければならない。

第５章 事務局
第１５条 本会の事務を処理するために事務局を熊本県土木部建築課内に置く。
２ 本会の事務局長は熊本県土木部建築課長とする。
３ 事務局に関し必要な事項は、事務局長が別に定める。

第６章 雑則
（解散）

第１６条 本会は、その目的が達成されたときに解散する。
（運営規則）

第１７条 この会則に定めのあるもののほか、実行委員会の運営に関し必要な規則は、会長が
別に定める。

付 則
この会則は、平成２０年８月２５日から施行する。





発行：熊本県、（財）自治総合センター

くまもとアートポリス建築展２００８実行委員会（熊本県土木部建築課内）

〒862-8570 熊本市水前寺6-18-1
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